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ジオサイトにおける地形表現の活用 〜茨城県北ジオパーク構想での事

例〜

Application of terrain representation in Geosite 

- Case study in North Ibaraki Geopark Project -
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　ジオパークでは，見どころとなる「ジオサイト」における地質学および地形学的な価値を適確に表現し，広

く周知できるかが重要になってくる．各地のジオパークではそれぞれで工夫を凝らしたチラシ等を用意してい

るが，地形表現に特化したマップを採用している例は少ない． 

　日本ジオパーク再認定に向けて活動中の「茨城県北ジオパーク（構想）」でもジオサイトのパンフレットを

製作していたが，イラスト風の地図を用いており，親しみやすさはあるものの現地での場景と対比にはやや難

があった．今回，デザインをリニューアルした冊子を新たに企画するにあたり，マップに5mDEM（基盤地図

情報）をベースにした新・多重光源陰影段彩図（凸凹地図Prm.）を採用することとした．これによりリアリ

ティのある表現となり，海成・河成段丘や断層などの地形的特徴も読み取りやすくなった．また陰影に地質図

を重畳させることで，これにより地質構造の読み取りも可能となった． 
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